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（Advanced Boiled Water Reactor：改良型沸騰水型原子力炉）、三
菱が開発した APWR（Advanced Pressurized Water Reactor：改良
型加圧水型原子力炉）、ウェスチングハウス社が有する最新鋭のPWR
である AP1000、フランスのアレバ社によって積極的に売り込みがな
されている EPR（European Pressurized Water Reactor：欧州型加












シアが署名したベトナム 1号案件、2010年 10月 31日の日越首脳会
談で、日本をパートナーとすることが合意されたベトナム 2号案件、
1996年に GE・日立・東芝の 3社が落札し ABWRを輸出する事とな
ったが台湾政局で大幅に遅延している台湾龍門案件を検討する。また、
高速鉄道案件として、発注者側が過大な要求を行った結果、応札者が
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